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安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会
会
則

第
一
条

本
会
は
安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条

本
会
は
日
本
文
学
を
中
心
と
す
る
学
術
的
研
究
と
そ
の
啓
発
を
目
的
と
す

る
。

第
三
条

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

一

研
究
会
・
研
究
発
表
会
等
の
開
催

二

研
究
誌
﹃
国
語
国
文
論
集
﹄
の
発
行

三

そ
の
他
必
要
な
事
業

第
四
条

本
会
は
次
の
会
員
で
組
織
す
る
。

一

本
学
日
本
文
学
科
・
書
道
学
科
専
任
教
職
員

二

本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語
学
日
本
文
学
専
攻
の
大
学
院
生
及

び
修
了
生
で
入
会
を
希
望
す
る
者

三

本
学
文
学
部
日
本
文
学
科
・
書
道
学
科
の
学
生
及
び
卒
業
生
で
入
会

を
希
望
す
る
者

四

そ
の
他
入
会
を
希
望
し
て
評
議
員
会
の
承
認
を
得
た
者

五

本
会
の
目
的
に
賛
同
し
、
所
定
の
賛
助
会
費
を
納
入
す
る
者

第
五
条

本
会
に
次
の
役
員
を
置
き
、
役
員
会
を
組
織
し
、
事
業
の
運
営
に
あ
た
る
。

一

会
長

日
本
文
学
科
長
を
充
て
、
本
会
を
統
括
し
代
表
す
る
。

二

副
会
長　
　

書
道
学
科
長
及
び
文
学
研
究
科
日
本
語
学
日
本
文
学
専

攻
長
を
充
て
、
会
長
を
補
佐
す
る
。

三

委
員

日
本
文
学
科
・
書
道
学
科
専
任
教
職
員
会
員

日
本
語
学
日
本
文
学
専
攻
の
大
学
院
生
会
員

委
員
の
職
務
分
掌
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

四

会
計
監
査

二
名
︹
教
職
員
及
び
教
職
員
以
外
の
会
員
か
ら
各
一
名
︺

互
選
に
よ
り
選
出
す
る
。

本
会
の
会
計
を
監
査
す
る
。

第
六
条

本
会
に
次
の
評
議
員
を
置
き
、
評
議
員
会
を
組
織
し
、
事
業
計
画
の
審

議
・
会
則
の
改
正
・
会
計
報
告
の
承
認
等
を
行
う
。
評
議
員
会
は
会
長
が
召

集
し
年
一
回
以
上
開
催
す
る
。

一

教
職
員
会
員
全
員

二

日
本
語
学
日
本
文
学
専
攻
の
大
学
院
生
会
員
か
ら
三
名
以
内
を
互
選

に
よ
り
選
出
す
る
。

第
七
条

評
議
員
会
の
承
認
事
項
は
、
構
成
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
成
立
す
る
。
但

し
、
会
則
の
改
正
に
は
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
要
す
る
。
委
任
状
は
こ
れ

を
認
め
る
。

第
八
条

役
員
・
評
議
員
の
任
期
は
一
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
九
条

総
会
は
、
研
究
発
表
会
に
あ
わ
せ
て
年
に
一
度
開
催
す
る
。

第
十
条

本
会
の
経
費
は
会
費
・
助
成
金
・
寄
附
金
そ
の
他
を
も
っ
て
充
て
る
。

会
費
は
年
額
三
〇
〇
〇
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
大
学
院
生
・
学
生
会
員
及

び
賛
助
会
員
は
年
額
一
五
〇
〇
円
と
す
る
。

第
十
一
条

本
会
は
事
務
所
を
本
学
日
本
文
学
科
事
務
室
内
に
置
く
。

第
十
二
条

本
会
に
名
誉
会
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条

本
会
則
の
施
行
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
別
に
定
め
る
。

付

則

本
会
は
昭
和
四
三
年
一
〇
月
一
日
に
発
足
す
る
。

二

本
会
則
は
平
成
三
年
四
月
一
日
よ
り
改
正
施
行
す
る
。

三

本
会
則
は
平
成
四
年
五
月
七
日
よ
り
改
正
施
行
す
る
。

四

本
会
則
は
平
成
五
年
五
月
二
七
日
よ
り
改
正
施
行
す
る
。

五

本
会
則
は
平
成
六
年
五
月
一
九
日
よ
り
改
正
施
行
す
る
。

六

本
会
則
は
平
成
八
年
五
月
二
日
よ
り
改
正
施
行
す
る
。

七

本
会
則
は
平
成
一
四
年
五
月
二
日
よ
り
改
正
施
行
す
る
。

八

本
会
則
は
平
成
一
七
年
五
月
一
二
日
よ
り
改
正
施
行
す
る
。

九

本
会
則
は
平
成
二
三
年
四
月
二
八
日
よ
り
改
正
施
行
す
る
。

十

本
会
則
は
平
成
三
○
年
四
月
一
日
よ
り
改
正
施
行
す
る
。

十
一

本
会
則
は
令
和
四
年
五
月
十
七
日
よ
り
改
正
施
行
す
る
。

施
行
細
則

一

委
員
は
庶
務
・
編
集
・
会
計
を
分
担
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
必
要
に
応
じ
て
主
任

を
置
く
。

二

庶
務
は
研
究
発
表
会
の
開
催
、
研
究
誌
の
発
送
、
広
報
活
動
等
を
担
当
す
る
。

三

編
集
は
研
究
誌
の
編
集
を
担
当
す
る
。

四

会
計
は
本
会
の
会
計
事
務
を
担
当
す
る
。

五

委
員
は
次
の
通
り
と
す
る
。

庶
務
数
名
、
編
集
担
当
三
名
以
上
、
会
計
一
名
︵
教
務
職
員
︶

六

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
末
日
に
終
わ

る
も
の
と
す
る
。
会
費
は
毎
年
度
四
月
末
ま
で
に
次
の
方
法
で
納
入
す
る
も
の

と
す
る
。

会
計
委
員
へ
直
接
ま
た
は
郵
便
振
替
で
納
入
す
る
。

振
替
番
号
︹
〇
一
三
二
〇
―
七
―
二
四
八
五
〇

国
語
国
文
論
集
編
集
室
︺

七

次
項
に
該
当
す
る
者
を
名
誉
会
員
と
し
、
各
種
事
業
の
案
内
、
研
究
誌
の
贈

呈
等
を
行
う
。

1

本
会
員
で
あ
っ
た
本
学
名
誉
教
授

2

本
会
員
と
し
て
功
績
が
あ
り
、
評
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
推
薦
が

あ
っ
た
者

第
五
十
四
号
投
稿
論
文
査
読
者
氏
名
（
敬
称
略

五
十
音
順
）

内
田
誠
一
・
島
田
大
助
・
田
中
宏
幸
・
谷
口
邦
彦
・
外
村
彰
・
中
尾
康

朗
・
信
廣
友
江
・
𠮷
目
木
晴
彦

◇
編
集
後
記

﹃
国
語
国
文
論
集
﹄
第
五
十
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回
は
、
論
文
三
編
、
年
譜
一
編

の
計
四
編
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
号
に
も
、
卒
業
生
会
員
か
ら
一
編
の
ご
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
生
会
員
の
投
稿

が
続
く
こ
と
で
、
日
本
文
学
会
が
更
に
発
展
い
た
し
ま
す
。
ご
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
〇
二
三
年
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
扱
い
が
五
類
に
移
行
い
た
し
ま

し
た
。
大
学
内
で
も
、
五
月
以
降
、
マ
ス
ク
を
外
す
方
が
増
え
ま
し
た
。
安
田
女
子
大
学

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
対
面
で
講
義
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

顔
か
ら
マ
ス
ク
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
ま
さ
に
対
面
で
講
義
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
顔
と
声
が
一
致
せ
ず
、
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
そ
の
戸
惑
い
も
な

く
な
り
ま
し
た
。

二
〇
二
三
年
度
安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会
の
研
究
発
表
会
は
、
二
〇
二
四
年
二
月
十

七
日
︵
土
︶
に
会
員
以
外
に
も
公
開
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

次
号
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

︵
島
田
︶

『
国
語
国
文
論
集
』
第
五
十
五
号
原
稿
募
集

﹃
国
語
国
文
論
集
﹄
で
は
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
分
量
は
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
で
、
三
十
枚
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
。
締
め
切
り
は
二
〇
二
四

年
十
月
一
日
︵
火
︶、
提
出
先
は
日
本
文
学
科
事
務
室
で
す
。
査
読
の
関
係

上
、
投
稿
原
稿
に
氏
名
・
所
属
ま
た
は
現
職
は
記
載
せ
ず
、
二
部
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
・
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
電
子
記
録
媒
体
の
提
出
も

お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他
、
投
稿
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、﹃
国
語
国
文
論
集
﹄
投
稿
規
定

︵
36
頁
︶
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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